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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、

質
問
議
員
本
人
が
作
成
し
た
原
稿
を

議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

一
般
質
問
の
全
文
は

木
曽
岬
町
議
会
会
議
録（
北
部
公
民
館
に
て
公
表
）で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
こ
が

聞
き
た
い

町
政
の
ゆ
く
え
は…

２
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

5●
木
曽
岬
町
立
幼
稚
園
・
保
育
園
統
合（
案
）は

　
詳
細
に
調
査
・
検
討
を

●
ご
み
処
理
の
減
量
化
を

９
番
議
席  

伊
藤　
正 

議
員

ペ
ー
ジ
数

6●
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

●
企
業
誘
致
に
つ
い
て

２
番
議
席  

伊
藤　
守 

議
員Q&AQ&A
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
　
　

当
町
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　

調
査
結
果
を
元
に
、
平

成
２７
年
度
か
ら
平
成
３１
年
度
ま

で
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
１０
月
４
日
に

中
部
幼
稚
園
・
保
育
園
で
盛
大

に
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
運
動

場
は
満
員
、
駐
車
場
は
満
車
で

し
た
。
こ
の
現
状
で
、
先
の
全

員
協
議
会
で
は
中
部
幼
稚
園
保

育
園
、
南
部
幼
稚
園
保
育
園
の

統
合（
案
）が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

も
っ
と
詳
細
に
調
査
を
し
、
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

現
在
、
南
部
幼
稚
園
・

　
　
　

保
育
園
に
は
６０
名
、
中

部
幼
稚
園
・
保
育
園
に
は
９９
名

が
在
園
中
で
す
。

　

こ
こ
数
年
の
出
生
児
数
は
、

年
間
３０
名
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
子
ど
も

の
数
が
減
少
す
る
中
で
幼
児
一

人
ひ
と
り
が
同
等
に
適
正
な
集

団
規
模
で
の
教
育
・
保
育
を
受

け
る
環
境
が
望
ま
し
い
と
考
え
、

今
後
、
統
合
に
向
け
て
「
木
曽

岬
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
開
催
や
、
子
ど
も
の
保
護
者
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

従
事
者
、
有
識
者
の
方
々
の
意

見
を
お
聞
き
す
る
等
し
て
、
検

討
を
進
め
、
町
民
の
皆
様
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
説
明

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　

本
年
４
月
１
日
よ
り
ご

　
　
　

み
袋
の
価
格
が
１
枚
３５

円
か
ら
２０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
現
在
に
お
け

る
ご
み
の
排
出
量
は
前
年
比
で

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
各
地
区
の
ご

み
集
積
場
の
ご
み
袋
の
中
身
は

き
ち
ん
と
分
別
が
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
加
え
て
、
生
ご
み
の
堆

肥
化
で
減
量
を
図
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
生
ご
み
処
理
槽
等

の
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
　

ご
み
の
排
出
量
の
状
況

　
　
　

は
、
４
月
か
ら
１１
月
分

ま
で
の
実
績
を
昨
年
と
比
較
し

ま
す
と
、平
成
２６
年
は
７
３
６
・

１
３
ｔ
、平
成
２７
年
は
７
３
７
・

９
５
ｔ
と
同
程
度
の
排
出
量
で

す
の
で
、
現
時
点
で
は
、
改
定

に
よ
る
影
響
は
無
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

次
に
、
ご
み
集
積
場
の
ご
み

袋
の
分
別
は
、
ご
み
の
収
集
と

併
せ
て
確
認
し
て
お
り
、
収
集

で
き
な
い
も
の
は
貼
り
紙
を
し

て
各
自
治
会
で
整
理
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
袋
の

中
身
の
分
別
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
桑
名
広
域
清
掃
に
お
い

て
、
年
１
回
、
各
市
町
の
職
員

立
ち
合
い
の
う
え
、
ご
み
の
搬

入
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
概

ね
良
好
で
す
。

　

次
に
、
生
ご
み
処
理
槽
等
の

普
及
で
は
、
設
置
に
要
す
る
補

助
金
を
交
付
し
、
平
成
２６
年
度

ま
で
の
交
付
実
績
で
、
生
ご
み

処
理
槽
１２２
件
、
生
ご
み
処
理
機 

１８８
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
は
、
１
回
目
の
交
付
を

受
け
た
日
か
ら
、
７
年
以
上
経

過
し
故
障
等
に
よ
り
買
い
替
え

を
す
る
場
合
も
交
付
対
象
と
し

ま
し
た
。

答弁

答弁

質問

質問

木曽岬町立幼稚園・保育園統合
（案）は詳細に調査・検討を

広くご意見を伺いながら
検討していく 町長伊藤　正議員9番議席

ご
み
処
理
の
減
量
化
を

意
識
啓
発
を
含
め
、
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
む

町
長

ごみ集積場

南部幼稚園保育園（遠景）
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防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

　
　
　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
の
実
現
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
も
一
般
質
問
の
際
に

質
問
し
て
き
ま
し
た
。
勿
論
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
し
て
も
配

慮
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
設
置
に
向
け
た
町
の
対

応
や
取
組
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
ま
す
か
。

　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
現
在
、
三
重
県
に

お
い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
際
し
て
最
低
限
配

慮
す
べ
き
事
項
を
と
り
ま
と
め
、

適
正
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
に
あ
っ
て
も
、
平
成
２６

年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
一
般

質
問
等
に
お
い
て
答
弁
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
従
来
か
ら
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
犯
罪
抑
止
力
や
住
民
へ
の

安
心
感
の
醸
成
な
ど
、
そ
の
効

果
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
県
に
お
け
る
検
討
の
動
向
に

　
　
　
本
年
、
町
内
の
富
田
子

　
　
　
地
内
に
新
し
い
会
社
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
税
財

源
の
確
保
の
面
や
雇
用
に
関
し

て
、
企
業
誘
致
は
地
域
経
済
に

も
た
ら
す
効
果
は
大
き
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
町
内
に
は
、
企

業
誘
致
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る

空
地
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い

る
の
か
、
町
の
把
握
の
状
況
と

ど
の
よ
う
な
誘
致
活
動
を
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

　
　
　
「
町
内
に
は
企
業
誘
致

　
　
　

が
可
能
と
考
え
ら
れ
る

空
地
が
ど
の
程
度
存
在
し
て
い

る
の
か
」
の
質
問
で
す
が
、
企

注
視
す
る
と
と
も
に
情
報
収
集

に
努
め
、
策
定
さ
れ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
等
に
つ
い
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
が
立
地
出
来
る
と
こ
ろ
は
、

都
市
計
画
法
に
よ
り
制
限
さ
れ

て
お
り
、
５
年
に
一
度
実
施
さ

れ
る
都
市
計
画
基
礎
調
査
に
よ

り
ま
す
と
平
成
２４
年
度
の
結
果

で
は
、
工
場
建
設
な
ど
の
開
発

が
で
き
る
市
街
化
区
域
の
101.9
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
内
、
未
利
用
地
は

7.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
率
で
言
い

ま
す
と
７
パ
ー
セ
ン
ト
程
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
市
街
化
区
域

に
は
用
途
の
規
制
が
あ
り
ま
す

の
で
、
工
場
の
建
設
で
き
る
未

利
用
地
は
半
分
以
下
と
な
り
、

い
ず
れ
も
個
人
の
所
有
地
で
、

そ
の
土
地
も
点
在
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

当
町
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

答弁

答弁

は
、
平
成
７
年
度
か
ら
８
年
度

に
か
け
て
土
地
開
発
公
社
の
開

発
に
よ
り
、
約
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
に
１７
区
画
の
鍋
田
川
工

業
団
地
を
造
成
し
、
企
業
誘
致

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
以
降
は
、

「
桑
員
地
域
産
業
活
性
化
計
画
」

を
策
定
し
広
域
が
連
携
し
て
企

業
誘
致
を
図
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
平
成
２０
年
秋
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
本
町
に
お

い
て
も
製
造
品
出
荷
額
が
減
少

す
る
な
ど
企
業
立
地
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
、
ま
と
ま
っ

た
工
業
用
地
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
鋭
意
努
力
を

し
、
企
業
誘
致
を
進
め
、
税
収

の
確
保
お
よ
び
雇
用
の
創
出
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

伊藤　守議員2番議席

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、

設
置
を
検
討
す
る

町
長

企
業
誘
致
に
つ
い
て

企
業
誘
致
を
進
め
、
税
収
の
確
保

及
び
雇
用
の
創
出
に
努
め
る

町
長

質問

質問

鍋田川工業団地内
企業建設現場
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木曽岬町議会の
LINE@を登録しよう！！

　左記QRコードを読み取り、木曽
岬町議会のLINE@を登録すると、
定例会や各種委員会の情報を
受け取ることができます。

みなさまのご意見を募集しています。
　議会に対して、普段、感じていること、疑問に思う
こと。
　また、要望など、どのような内容でも結構です。
　ご意見、ご質問をお寄せください。

議会広報常任委員会（議会事務局）提 出 先

TEL68-6108 次回、3月定例会、本会議の予定です。

問 合 せ 先

議会事務局 TEL68-6108

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですが議会事務局まで
お問合せいただきますようお願いいたします。

　議会は、どなたでも傍聴することができます。
　皆様の生活に直結した重要な問題が審議されます。お気軽にお越しく
ださい。
　本会議の当日、庁舎2階の傍聴席入口で受付しています。受付は、ご住
所とお名前を記入していただくだけです。

議会をぜひ、傍聴にきてください。

議会日誌

24日●平成27年度緊急消防援助隊中部ブロック合同訓
　　　練・三重県総合防災訓練（桑名市長島運動公園）
　　　に伊藤浩議長、伊藤律雄副議長出席
25日●治水昭和の宮例祭（海津市）に伊藤浩議長出席
26日～27日　
　　●三重県町村議会議長会県外行政視察（福井県永
　　　平寺町他）に伊藤浩議長出席
30日●三重県関係部長等との意見交換会（津市）に伊藤
　　　浩議長出席

１日●秋の文化祭（町体育館）に議員多数出席
３日●桑名七里の渡し開園記念式典（桑名市）に伊藤浩
　　　議長出席
６日●北勢５町議会議員研修会（菰野町）に議員多数出席
９日～10日
　　●木曽岬町議会議員研修・行政視察（福島県 会津
　　　若松市、大熊町）に議員多数出席
11日～12日
　　●第59回町村議会議長全国大会（東京都内）に伊藤
　　　浩議長出席
13日●議会全員協議会
14日●終戦70周年戦没者追悼式（福祉教育センター）に
　　　議員全員出席
17日●例月出納検査に三輪一雅監査委員出席
17日・18日
　　●定期監査に三輪一雅監査委員出席
19日●長野県生坂村議会議員研修のため来町
　　　伊藤浩議長、伊藤律雄副議長応対
26日●議会議員懇談会
27日●三重県町村議会議長会　県議会に対する要請活
　　　動（津市）に伊藤浩議長出席
　　●防犯委員会夜間パトロールに伊藤守議員出席

2015 月10

2015 月11

2015 月12

2016 月1

４日●議会運営委員会
５日●第19回中学生の主張大会（桑名市多度町）に伊藤
　　　浩議長出席
６日●町内一斉清掃活動に議員多数出席
９日●例月出納検査に三輪一雅監査委員出席
10日●木曽岬町議会第４回定例会（初日）
11日●中部幼稚園保育園、南部幼稚園保育園クリスマ
　　　ス会に議員多数出席
15日●第４回定例会（一般質問日）
16日●社会福祉協議会第３回評議員会に三輪一雅議員
　　　出席
17日●第４回定例会（最終日）
　　●行政視察（小・中学校 外付け階段及び屋上手摺、
　　　複合型施設建設工事杭打ち現地）
18日●“新成人と語る集い”に伊藤浩議長出席　
29日・30日
　　●木曽岬町消防団年末防犯夜警激励に服部芙二夫
　　　議員、伊藤守議員出席

３日●木曽岬神社正月祭に議員多数出席
９日●木曽岬町成人式に議員多数出席
10日●平成28年木曽岬町消防出初式に議員多数出席
12日●議会広報常任委員会
13日●例月出納検査に三輪一雅監査委員出席
20日●桑名広域清掃事業組合臨時会、桑名・員弁広域
　　　連合臨時会（共に桑名市）に伊藤浩議長出席
21日●議会広報常任委員会
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今
期
定
例
会
に
あ
た
り
行
政

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
２
０
１
６
年
主
要

国
首
脳
会
議（
サ
ミ
ッ
ト
）」
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
２８
年
５

月
２６
日
か
ら
５
月
２７
日
ま
で
、

三
重
県
伊
勢
志
摩
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
平
成
２７
年
６
月
５
日

に
安
倍
首
相
よ
り
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
三
重
県
で

は
、
６
月
２６
日
に
県
庁
内
横
断

組
織
と
し
て
「
三
重
県
伊
勢
志

摩
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
ま

た
、
オ
ー
ル
三
重
県
で
官
民
一

体
と
な
っ
た
受
入
体
制
の
確
立

と
関
連
す
る
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
産
業
・
経
済
・
運
輸
な

ど
幅
広
い
分
野
の
会
員
か
ら
な

る
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
三
重

県
民
会
議
」が
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
県
民
会
議
で
は
、
次
の

４
つ
の
基
本
方
針
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
に
、
宿
泊
・
輸
送
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
「
開
催
支
援
」

に
関
す
る
こ
と
。

　

二
つ
目
に
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
や
花
い
っ
ぱ
い
お
も
て

な
し
運
動
の
展
開
な
ど
「
お
も

て
な
し
」
に
関
す
る
こ
と
。

　

三
つ
目
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ

ッ
ト
の
提
案
な
ど
、「
明
日
へ

つ
な
ぐ
」
取
組
み
に
関
す
る
こ

と
。

　

四
つ
目
に
、
地
元
三
重
県
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
「
三
重
の
発
信
」

に
関
す
る
こ
と
。
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

特
に「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
は
三
重
県
開
催
の
提

案
書
が
採
用
さ
れ
、
１０
月
２７
日

に
岸
田
外
務
大
臣
よ
り
三
重
県

開
催
の
発
表
が
あ
り
、
開
催
期

間
を
平
成
２８
年
４
月
２２
日
か
ら

４
月
２８
日
ま
で
の
予
定
で
主
会

場
を
桑
名
市
と
し
、
県
内
各
地

で
視
察
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
す
る
予
定
と
な
り
ま
し

た
。

　

討
議
の
テ
ー
マ
は
「
次
世
代

に
つ
な
ぐ
地
球
、
環
境
と
持
続

可
能
な
社
会
」と
な
っ
て
お
り
、

Ｇ
７
の
各
国
か
ら
１５
歳
〜
１８
歳

の
男
性
２
名
・
女
性
２
名
の
計

４
名
の
チ
ー
ム
で
参
加
さ
れ
ま

す
。
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
三
重
県
内
か
ら

選
考
す
る
よ
う
募
集
が
開
始
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
開
催
期
間
を
通
じ
て

県
内
高
校
生
等
が
参
加
者
と
交

流
で
き
る
機
会
を
可
能
な
限
り

設
け
て
頂
く
よ
う
協
議
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
決

ま
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
又

と
な
い
こ
の
機
会
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
例
え
ば
成

果
発
表
の
場
を
地
元
の
子
ど
も

行
政
報
告

平
成
２７
年  

第
４
回
定
例
会

加藤　隆 町長

要
　旨
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達
が
視
聴
で
き
な
い
か
強
く
要

望
を
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、「
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
運
動
」
の
清
掃
活
動
な
ど

に
つ
い
て
は
、
サ
ミ
ッ
ト
１００
日

前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２
月
１６
日

前
後
の
ウ
ィ
ー
ク
を
基
本
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た

「
花
い
っ
ぱ
い
お
も
て
な
し
運

動
」
の
花
を
育
て
る
活
動
な
ど

に
つ
い
て
は
、
サ
ミ
ッ
ト
５０
日

前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
４
月
６
日

を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
は

今
後
各
市
町
を
訪
問
し
、
こ
れ

に
関
連
す
る
既
存
活
動
を
中
心

に
連
携
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
町
の
取
組
み
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
、
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
、
１２
月
２８
日
に
は
、

サ
ミ
ッ
ト
１５０
日
前
を
契
機
に
県

内
一
斉
の
懸
垂
幕
、
横
断
幕
の

掲
出
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

県
民
が
一
丸
と
な
っ
て
サ
ミ
ッ

ト
と
い
う
世
界
最
高
峰
の
国
際

会
議
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
皆

様
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
（
い
わ
ゆ
る
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
）
に
つ
い
て
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
概
要
は
、
住
民

票
を
有
す
る
す
べ
て
の
国
民

に
、
生
涯
を
通
し
て
変
わ
る
こ

と
の
な
い
１２
桁
の
番
号
を
付
番

し
、
こ
の
番
号
を
使
い
ま
し
て

国
の
機
関
や
市
町
村
等
が
持
っ

て
お
り
ま
す
個
人
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
同
一
人
の
情
報
か
ど

う
か
確
認
す
る
基
盤
と
考
え
ら

れ
、
目
的
と
し
て
は
、
適
正
な

社
会
保
障
と
税
負
担
の
公
平
性

を
目
指
す
「
公
平
・
公
正
な
社

会
の
実
現
」、
行
政
手
続
に
お

け
る
添
付
書
類
等
を
簡
素
化
す

る
「
国
民
の
利
便
性
の
向
上
」、

被
災
者
台
帳
の
作
成
な
ど
迅
速

な
行
政
支
援
を
見
込
む
「
行
政

の
効
率
化
」
を
挙
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

制
度
実
施
に
向
け
て
の
流
れ

と
し
ま
し
て
は
、
既
に
住
民
の

皆
様
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お

知
ら
せ
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
各
家
庭
に
届
け
ら
れ
て
お

り
、
議
員
の
皆
様
も
ご
承
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
公

的
身
分
証
明
書
と
な
る
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
を
必
要
と
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
通
知
カ
ー
ド

に
同
封
さ
れ
ま
し
た
申
請
書
に

よ
り
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
平

成
２８
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
・

税
・
災
害
対
策
の
手
続
き
で
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

申
請
さ
れ
ま
し
た
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
の
交
付
も
始
ま
っ
て

き
ま
す
。
平
成
２９
年
１
月
か
ら

は
、
国
の
行
政
機
関
の
間
で
情

報
連
携
が
始
ま
り
、
同
年
７
月

か
ら
は
地
方
公
共
団
体
等
も
含

め
た
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
通
知
カ
ー
ド
等
は
大
切
に

保
管
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
申
し
上
げ
ま

し
て
、
行
政
報
告
と
い
た
し
ま

す
。
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ツ ク ス

　11月6日、三重郡菰野町庁舎において、関係町の議員が一堂に会し、議員研
修会が開催されました。
　この研修会は、北勢5町（菰野町・朝日町・川越町・東員町・木曽岬町）の
連携を密にし、議会活動の進展を図ることを目的とした事業の一環として行われ、
当日は、障害者の就労支援に取組まれている社会福祉法人「プロップ・ステーシ
ョン」の竹中ナミ氏を講師に招き、「すべての人が誇りを持って生きられる社会に！
ユニバーサル社会の実現をめざして」というテーマで講演が行われ、「チャレン
ジド」の自立と社会参画、就労の促進の実践事例など多方面での活動のお話しが
ありました。

北勢5町議会議員研修会が開催されました

　12月17日（木）、木曽岬町議会第4回定例会の閉会後に、行政視察として
11月30日に完成した「木曽岬小学校・木曽岬中学校　外付け階段及び屋上
手摺」を視察しました。
　今回完成した施設は、災害時の一時避難所として校舎屋上を児童・生徒・
教職員並びに地域に住まわれる住民の緊急避難場所としての利用を予定して
います。

行政視察を実施しました

　11月11日、東京都渋谷区の「NHKホール」で、第59回
町村議会議長全国大会が開催され、伊藤浩議長が出席され
ました。
　この大会は、「国の景気は、緩やかな回復基調が続いて
いるものの、町村においては、少子・高齢化や過疎化の中で、
依然として厳しい経済・雇用情勢に悩まされ、地域の活力は
減退している。加えて、東日本大震災と福島第一原子力発
電所事故による影響は、被災地のみならず我が国社会全体に
および本格的な復興に向けて解決すべき課題が山積して
いる。今こそ、国と地方が一体となって、本格的な復興への
取組みを加速化させ人口減少の克服と地方創生を実現する
ために、町村の自治能力を高め、都市と農山漁村が「共生」
しうる社会を強力に推し進めていくことが重要であり、地方
創生の実現をめざし、一致結束して果敢に行動していくこと。」

を確認し、当日、「東日本大震災からの復興及び大規模災害
対策の確立」「分権型社会の実現と道州制導入反対」といった
大会決議17項目の採択と「地方創生の推進」「町村税財源の
充実強化」などの特別決議６項目を採択し、終了しました。

町村議会議長全国大会が開催されました
～地方創生の実現をめざして～

《外付け階段及び屋上手摺等設置その他補強等工事概要》
　総事業費 46,437千円 　　内訳　補助対象事業費 38,536千円
  　　　　　補助対象外事業費 7,901千円
　国庫補助金 16,100千円 （約42％）
　県補助金 6,422千円 （約17％）
　町　　費 23,915千円
　•小学校屋上避難者収容人数　798人　•中学校屋上避難者収容人数　742人
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編
　 

後
記

集
　

新
年
を
迎
え
、
１
ヶ
月
ほ
ど
を
経
過
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
木
曽
岬
町
に
お
い
て

大
き
な
災
害
が
無
か
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

ま
た
今
年
も
穏
や
か
な
１
年
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
秋
に
は
複
合
型
施
設
の
行
政
棟
部

分
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
は
防
災
拠
点
で
あ
る
と
共
に
高
台
避

難
施
設
を
兼
ね
る
施
設
と
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
町
は
防
災
対
策
を
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
し
て
取
組
ん
で
き
て
い
ま
す

が
、
災
害
の
発
生
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動

す
る
か
、
ご
家
庭
の
中
で
話
し
合
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
重
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
２８
年
度
の
予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
す
。
審
議
の
内
容
な
ど
は
議
会
広
報

５
月
号
で
お
伝
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
取
組
む
「
ま
ち
、
ひ
と
、

し
ご
と
地
方
創
生
事
業
」
総
合
戦
略
な
ど
、

今
後
の
施
策
の
展
開
を
慎
重
に
審
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
第
８６
号
の
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
ま
す
。
紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

議 員ト ピ

　11月9日（月）～ 10日（火）にかけて、議員研修を実施しました。
　今回の研修は「議会改革と広報・広聴活動」を主体として、福島県会津若松市、
同双葉郡大熊町を町長等も同行し視察しました。
　9日に視察した会津若松市議会では、「議会からの政策形成～議会基本条例で
実現する市民参加型政策スタイル～」を主題に、議会の見える化とそのシステム
づくり、市民との意見交換会などの状況をお聞きしてきました。
　政策サイクルでは、一人の議員の発言ではなく、政策討論会を通じて合議体
である議会として纏めていく。市民との意見交換会では、テーマを設定し市内
15地区別にそれぞれ年2回開催されており、出された意見等は広報広聴委員会
で整理・検討し、対応方針を協議されている。
　議員自らが意思を持って進められている改革であり、市民との意見交換も
計画的に行われているなど、参考とすべき点が多いと考えています。
　１０日に視察した双葉郡大熊町議会では、「町議会座談会の実施、議会インター
ネット中継を始めとした町民への情報発信」などの状況をお聞きしてきました。
　大熊町は、平成23年3月11日の東日本大震災に起因する福島第一原子力
発電所事故により、発電所の半径を20㎞圏内に「警戒区域」が設定されたため、
町役場の主要機能は約100㎞西に位置する会津若松市に移転、町民約11,000
人も、会津若松市やいわき市をはじめ、全国各地に避難されている。平成24年
12月10日に、「警戒区域」が「帰還困難区域」「居住制限区域」「避難指示解除
準備区域」に再編され、町民の約95％が居住していた地域が「帰還困難区域」と
されている。こうした中、平成24年9月に「第一次復興計画」、平成27年3月に
「第二次復興計画」を策定され、今後10年程度において取組むべき施策・事業
を整理されています。
　計画の理念は、「避難先での安定した生活（生活再建支援）」と「帰町を選択で
きる環境づくり（町土復興）」とされ、行政拠点やコミュニティ拠点の配置も計画を
されています。
　こうした現状の中で、定例会本会議は動画共有サイトを用いてライブ映像を
インターネットにて配信、また、町民との座談会町政懇談会も開催されていること
などをお聞きしました。
　大熊町の復興に向けた取組みに掲げられる重点施策などの内容もお聞きし、
そうした施策が一体的・効率的かつ着実に推進されることをご期待し、研修を
終えました。

議員視察研修を実施しました

会津若松市議会　議場

大熊町議会　研修室

会津　鶴ヶ城




